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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、メチルメタンスルホン酸感受性UV感受性タンパク質81と複合体を形成し、エンドヌクレアーゼ複合体を形成するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、ニックの入ったホリデイジャンクション、3'フラップ構造、異常な複製フォーク構造など、特定のDNA構造と相互作用します。このタンパク質は、DNA損傷の修復とゲノム安定性の維持に関与している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2009年10月],補因子：マグネシウム,機能：MUS81と相互作用し、分岐部ニックが5'末端にある分岐DNA構造を基質として選択的に作用するDNA構造特異的エンドヌクレアーゼを形成します。典型的な基質には、3'フラップ構造、複製フォーク、ニックの入ったホリデイジャンクションなどがあります。有糸分裂において、停止または崩壊した複製フォークの処理に必要となる可能性がある。,類似性：EME1/MMS4ファミリーに属する。,細胞内局在：S期細胞におけるDNA損傷領域にリクルートされる。,サブユニット：自己会合する可能性がある。MUS81と相互作用する。ERCC4およびFANCMと相互作用する。,
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	EME1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはEME1ペプチドでブロッキングされている。
	

	Eme1 ポリクローナル抗体を使用した COLO 細胞のウェスタン ブロット分析。

